






















































































【注】①儒教の正典。 『易（経） 』 『詩（経） 』 『書（経） （＝尚書） 』『礼記 （または儀礼・周礼） 』 『春秋』 を五経という。 『春秋』に代えて、そ 解説書である 『春秋公羊伝』 『春秋穀梁伝』『春秋左氏伝』を加え、 『論語』 『孟子』 『爾雅』 『孝経』も加えて十三経と呼ばれる。②『論語』陽貨篇「唯上知与下愚不移（唯だ上知と下愚とは移らず） 」 による。雍也篇の 「中人以上、可以語上也。中人以下、不可以語上也（中人以上は、以て上を語
つ
ぐべ
し。中人 は、以て上を語ぐべからざるなり） 」と合わせて、 に 上知・中人・下愚があり、経 のような上級の学問は自分のような下愚にはできないと謙遜しいるのである③現代では器具や方法・技術を初めて考案す 意に用いることが多いが、この時代では まだ知られていないことを見つけ出すという、今の 「発見」 の意で用いられた。④階梯と同じで、ハシゴの意。そこから糸口、手引きの意味に使われる。⑤まだ外に現れない。 『中庸』 「喜怒哀楽之未発、 謂之中 （喜怒哀楽の未だ発せざ 、これを中と謂ふ） 」による。⑥商人。商は行商、賈は店で商う者。⑦中井竹山は懐徳堂第四代学主 履軒 そ 弟 蟠桃















































































































巡守ハ実ナルベケレドモ、コノ巡守ノ文ヲ見アヤマリタルコトモアルベシ。【注】①岱宗は泰山のこと。五岳の一つで、山東省にある。昔、天子が即位すると、この山で封禅（天地を祀る儀式）をした。五岳は五山ともいい、泰山 （東岳） ・華山 （西岳） ・衡山（南岳） ・恒 （北岳） ・嵩
すう
山（中岳）のこと。他説










をいう。 「六宗」は天・地・四時をいう。⑨さまざまなものを五行（木火土金水）に当てはめること。この「舜典」の場合、二月 五 ・八月・十一月は春夏秋冬の真ん中の月で、それぞれ 季節を代表する春は五行の木に当たり、方角は東、夏は で南、秋は金で西、冬は水で北に当たる。二月（春）に東、五月（夏）に南、八月（秋）に西、十一月（冬）に北に行くというのは、五行に当てはめているだけだといっている。⑩覇者 なった斉の桓公が封禅を行おうとした時、管仲が諫止したことが『管子』封禅篇にある。【現代語訳】　『書経』
に 「歳の二月、東に巡守し、岱宗に至る」 云々、
「五月、南に巡守し、南岳に至る」 、 「八月、西に巡守し、西岳に至る」 、 「十有一月 朔に巡守し、北岳 至る」 云々とある。もともとこの巡守はこの文にあるとおり 、諸侯が国々の得失を正し 暦を正 、音律や度量衡を統一し、礼器を整えるためであって、そ 方角へ ったからその方角の鎮護 山を祭り、ついでに遊覧もすることである。今のように遊覧するだけではない。ま 、鬼神に
も関わるから、初めにこれを祭ることをいうが、祭るだけではないのである。　
しかも、この巡守のことは、この法則を立てておくと
いうこと あって、実際に行なった記事ではないのである。一通り読んだだけでは、実際に巡守があったように聞こえる。 れは大体五行配当 近いものである。まず巡守の法則を定めるときには このよう ものになるであろう。さて、今年巡守することになったとしたら、五月は暑いから南岳に行って ならない。十一月は寒いから、北岳には行っ はならない。五月に北に行き、十一月に南に行くのを、時を得ているというのだ　
そうすると、この文から実際に舜の巡守があったとす



























































































ができ、八卦を二段に組み合わせて六十四卦ができる。④周の文王が各卦の意味を論じた彖辞を作り、 その子 （武王の弟）周公が各爻の意味を述べた爻辞を作ったといわれている。⑤象伝は孔子が作ったといわれる。卦の解説を大象伝といい、爻の解説を小象伝という。⑥文言伝は乾と坤の二卦の意味を解説したも 。 その 「文言」と う語の由来はわからない っている。
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⑦易全体の理論を解説したもので、 孔子の作といわれる。⑧『史記』孔子世家の文。正しくは「孔子晩而喜易序彖繋象説卦文言」 。⑨この説は蟠桃の独創であろうか。履軒 『史記雕題』孔子世家ではこのことに触れていない。⑩『史記』 作者司馬遷のこと。 太史令であったからいう。⑪『史記正義』 （唐・張守節撰）⑫北宋の欧陽修は「周易童子問 （ 『欧陽文忠公文集』第七十六）巻三で「繋辞非聖人之作乎。曰何独繋辞焉、文言説卦而下、皆非聖人之作、而衆説淆乱、亦非一人之言也（繋辞は聖人の作に非ずや。曰く何ぞ独り繋辞のみならんや。文言説卦而下、皆な聖人 に非ず。しかるに衆説淆乱す。 亦た一 言 ざるなり） 」 と述べている。【現代語訳】　
易は伏羲の作ったものである。まだ十翼が書かれる前
は、卦爻の象を見て吉凶を決め のであって、卦爻 象だけであったが、実に計り知れない味わい あるものである。その後、文王が彖辞を書き、周公もまた爻辞を書いたのである。大象伝を作った人が誰かは知らないけれども、すぐれた文章であって、孔子より以前に書かれたものである。昔は、これを単に象といった 小象伝がこ
れに次いで書かれた。その他の伝はみな疑わしい。　
文言の二字は典拠がわからない。繋辞伝はひろく易の
理論を述べ尽くすというけれども、乾坤二卦の説は一句もなく、文言伝は乾坤二卦の説だけなので、おそらく繋辞伝の内より、 乾坤二卦に関わりのある説を抜き出して、別に文言伝と名付けたのであろう。今 繋辞伝はもとは大伝といった。 しかし、 この繋辞伝の文と文言 文 、文言伝の筆力が大いに劣ることを見ると、繋辞伝より分かれたとも言 難いが、乾坤二卦 説があることを見れば、分かれたのであろうと思われる。そう はあるが、文言という題名は理解でき 。　『
史記』には「孔子晩好易、序易彖繋象説卦文言（孔








































































































ウランガ為ニスルコトニ 、実ハ聖人ノ罪人 リ。学者タルモノ戒ムベシ。【注】①「卜」とは本来、亀甲を用いた占いをいい、筮竹を用いた易の占いとは別であるが、 ここでは易の占いを指す。②北宋の程頤（伊川）の『易伝』 。
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③朱子の『周易本義』 。④『論語』述而篇「子曰、加我数年、五十以学、易可以無大過矣（ 曰く、我に数年を加え、五十にして以て易を学ばば、以て大過無かるべし） 」 。 「五十以学」は「五十歳になってから学んだとしても」であろう。本篇廿九にこれについての蟠桃の論考があり、そこでは孔子の四十四五歳の時の言として、 「五十ニモナリテカラ易ヲ学ブコト」としている。 「易」は「亦」の誤りであるとする説があり、孔子の時代に 易』 の書物はなかったからその説が正しい 見なされてきたが 『易』 成立がかなり遡 ことが最近の研究で明らかになりつつあ 。⑤「眷」は「拳」 正しい。 『中庸』に「得一善、則拳拳服膺、而弗失之矣（一善を得れば、 則ち拳拳服膺して、これを失はず） 」 とある。 両手で捧げ持つように、常に心に抱いて忘れずに守ること。⑥行き過ぎ おさえる。⑦弘法大師の名に仮託した俗占書【現代語訳】　
易の卦は上にいうように、文王の時までは、卦爻の象
を観て吉凶を決めたのである。こ 伏羲 易でだんだんと用いられて来るうち、判断がまぎらわしくな
り、人が勝手に吉凶をあいまいに用いたため、易道に相違が多くなった。そこで文王が彖を書き、周公もまた爻辞を書いたのであった。どんなことでも疑わしいことがあって進退窮まったとき は、占って意志を決し 。疑わしいことがなく進むべきか退くべきかの判断が四分六分であれば、六分を用いて四分を捨てて意志を決し、占うには及ばない。と ると、勝劣が見えたことは占うべきではないのである。後世には、彖象の辞をはじめ、十翼がすべて備わり、また程先生の伝、朱先生の本義があるので、これを玩味 て、ただ常 自分自身 今日の様子を考え、何の卦、何 爻にあたると定め 、そ 爻の言を取って用いる きである。 れ 易 学ぶ めの要点である。筮木を用いて実際に占卜するのは、上にいうように吉凶がわからない時のことで る また、自分自身の今日の様子 、卦爻に当たらない時のことである。そうした時 は占卜して、疑問をといて天命 任すべきである。だから、易は疑問を判定 る う疑問が無いときには、どう 占卜をする必要があろうか。だから、孔子も常 の言葉 よく 、 「五十になるまで易を学ぶ 、大きな過ちはないだろう」とおっしゃっている。このこ から考えてみれば 学者はこの言葉をよくよく心におぼえて、 よく学び そ
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） 。 「山天大畜」 。
⑦ 「損・益ノ卦」とは「山沢損




















































































、 丘ノ字、 地名、 帝丘・営丘・商丘・楚丘・霊丘・











































コレラノ書ミナソノ名ヲ云トイヘドモ、外ニ証アルニアラス。唯論語ニ左丘明ノ姓名アルヲ以テ云ノミ。外ニシル人ナキナリ。シカルニ上ニ云ゴ ク、何レニモコノ左丘明ト春秋ヲ伝スルモノトハ異ナルヲシルベシ。実ニ孔子自カラ春秋ヲ授クルホド 人ナラバ、ナンゾコ ヲ弟子伝
⑲
ニノセザルヤ。七十二子ノ内ニハ、経書ニ出サル












は有名な人の意。⑤「浮華」はうわべばかり華美で実のないこ 。 「妄誕」はでたらめ。⑥春秋時代の魯の大夫。姓名は展獲 字は禽。柳下は知行地。恵は死後の諡
おくりな
。
⑦『春秋左伝』襄公二十五年、二十九年。この一文は、底本ではこの条の末尾に記載。⑧中国で姓が二字から成るもの。欧陽・司馬・諸葛など。⑨孔子の諱（本名）は丘。弟子であれば丘 字を避けるはずであるというのである。⑩注③参照。ことば上手で過度にうやうやしいこと⑪明の薛応旂、 字方山。 『宋元通鑑』 『甲子会紀』 『 （薛方山）記述』の著がある。 『方山記述』 『学海類編』子類などに所収。⑫『康煕字典』 。清の康煕帝の命により、張玉書・陳廷敬らが編集し、五年かかって一七一六年に完成した。収載総字数は古文含めて四万九千余り。以後 辞書の標準となった。この箇所は底本で この条の最末尾に記載。底本では麦丘を葵丘と ている⑬『孟子』万章上に「咸丘蒙曰」が二箇所出てくる 趙
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て其の真を失ふを恐れ、故に本事 論じて伝を作る） 」⑱晋の人。 『左伝』の注を書 た⑲『史記』仲尼弟子列伝をいう。こ には七十七人の子の名がある。 『史記』孔子世家では七十二人の名があげられている。【現代語訳】　『
春秋』の伝を書いたのは左氏である。だから題名は
はっきりと『春秋左氏伝』という である。左丘氏ない。しかし、 『論語』に出て る左丘明は、朱註に「昔の著名な人である」といい、姓名を分けていない ま『春秋』の伝を書いた者とも言っていない。朱子も疑いをかけていたのであろう。左丘明は孔子が尊慕する人物であって、 『左伝』のよ な浮華妄誕を う人ではない。
　
特にわからないのは、左氏とするならば、丘明は名で
ある。あるいは字であろうか。いずれにしても左丘（左の丘） という熟語はあるはずである。丘明 （丘が明らか）という熟語は はずがない。 左丘は左の丘であるから、地名であろう。柳下恵のように、地名に諡を添えて左明と称するものであろ か。［左伝に閭丘晏、その子の閭丘明が出ている。 ］　また中国には、複姓や三字姓の人が、そ 文字を省略





























































































































































































⑤「倫」は人としての道。 「五倫」は五種の人間関係における守るべき道をいう。父子の親、君臣の義、夫婦の別、長幼の序、朋友の信。 『孟子』滕文公上に「 （聖人）教以人倫、父子有親、君臣有義、夫婦有別、長幼有序、朋友有信（教ふ に人倫を以てす 父子に親有り、君臣に義有り、 夫婦に別有り、 長幼に序有り、 朋友に信有り） 」とある。
　　
⑥唐の孔頴達の正義に「五行木火土金水也」とあり 漢の孔安国 伝には「馬（融）云建子建丑建寅、三正也」とある。⑦五井蘭洲のこと。中井竹山・履軒の師。⑧孔安国は漢の学者。 『古文尚書』を校合し伝を作ったとされるが、この孔伝は後世の偽作である。原文は「怠惰棄廃天地人之正道」 。⑨正義には「且五行在人為仁義礼智信、威侮五行 亦為威侮此五常而不行也（且つ五行は人 在りては仁義礼智







  伏羲（木） ・神農（火） ・軒袁氏黄帝（土） ・金天氏少昊 （金） ・高陽氏顓頊 （木） ・堯 （火） ・舜（土） ・禹 商（水） ・周（木） ・漢（火）
⑳相生相剋＝
  五行循環の順序。相生は木から火が生まれるというように、木・火・土・金・水の順。相克は火に水が勝つというように火・水・土・木・金の順。
㉑『易』繋辞伝上に「天一地二天三地四天五地六天七地八天九地十」とあり、奇数を天数、偶数を地数とする。これに順に五行をあてはめ、 水を生じ、 二火を生じ、とする。㉒さまざまなものを五行に当てはめること 配当という。㉓『易』乾の卦の彖辞「元享利貞」の四字をいう。元は善の長、 仁にあたり、 物の生ずる始めで、 万物 包容する。㉔立春・立夏・立秋・立冬 前の十八日間をいう。立秋前の土用をいうことが多い。㉕
  辰馬氏旧蔵『宰我ノ償』ではこれを麻田剛立の意見
としている（思想大系本は関西大学図書館蔵写本を底本としているが、校合本として 『宰我 償』 （辰馬悦蔵氏蔵）をＡ本、日比谷図書館蔵写本をＢ本としている） 。
【現代語訳】　「
五行」という語は『書経』甘誓篇に初めて見え、洪
範篇にも出ている。 「五常」は泰誓篇に出たのが最初である。 「五常」は五倫の常のことで、いわゆる「親義別序信」である。 「仁義礼智信を「五常」とするのは漢以後のことである。　
甘誓篇では「威侮五行、怠棄三正（五行を威侮し、三





















飾すべきところである」と。班固がいう、 「五常とは何ぞや、仁義礼智信をいう」と。董・班の漢儒が初めてこの「五常」の細目を立てた。これは「五行説」 慣れ 、それにこじつけているのである 昔の 「五常」 ではない。また、 「仁義礼智信」のうち、 智」は心の徳であって行いに関わらない。 「仁義礼 」は身をもって行うことができるが 智」は行うことができない。特にこ
つは「常」というのにはぴったりしていない。五倫の教は「常」というのに適切この上ない。孔子は「仁智」というが「仁義」とは わない。孟子は「仁義」を初めて並べて言い、また、たまたま「礼智」をそえ、 「信楽」を加えた。孟子のとき「仁義礼智信」 五つをならべて言ったことはな 。 してそれ以前においては当然ないのである。そうすると、泰誓篇が書かれたときに、この五つを「五常」 ずがあるだろうか。このことから古い書を考え直す きである。　
五行の説が行なわれたのは戦国以後のことである。五
行は日々の生活で欠かせないものである。五気が運行して人物がその性を受けるというの 、 後儒の妄説である三皇・五帝・三王を五行に配するの 、また後儒のある。相生説や相克説、天一水を生ずるといった類、干支・四時・五色・五味・ 辛・五臓の配当 こと、五行で災異祥瑞をいうの 、みな虚妄の説であって取るにりない。五行の土、五常の仁、四徳 元をもって残りものを兼ねるといい、土用をもって中央とし、さまざまの説をなして五の数に引き付けようとした。五行の説が行われてよ 、学者はみな五の数にとらわれるようなった。おかしな話である。
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